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常磐・鹿島灘のヤナギムシガレイの資源変動

ボトムアップとトップダウン・コントロールによる 
常磐・鹿島灘のヤナギムシガレイの資源変動の可能性

髙橋正和 1*，二平　章 2，桜井泰憲 3

Possibility of bottom-up and top-down controls of the population  
fluctuations in willowy flounder, Tanakius kitaharai,  

in Joban Kashima-nada, Japan

Masakazu TAKAHASHI1*, Akira NIHIRA2 and Yasunori SAKURAI3

Population of willowy flounder, Tanakius kitaharai in the waters of Joban Kashima-nada fluctuate heavily throughout 
their recruitments although the mechanisms are poorly understood. In addition to assessing the relationship between 
parent and offspring flounder, we analyzed statistically the relationship between flounder recruitment size index, abiot-
ic and biotic factors such as water temperature at various depths and zooplankton biomass. We found that recruitment 
size index was significantly linking with water temperatures at a depth of 100 m in May, suggesting bottom-up control 
caused by environmental factors was influencing the flounder’s population level. However, in addition to bottom-up 
control by environmental factors, strong influence from top-down control factor caused by competition with pelagic 
fish fed the same zooplankton are also suspected, due to an increase in feeding activity caused by a large number of 
Japanese sardine, Sardinops melanostictus, migrating in the waters of Joban Kashima-nada before mid-1990s. We con-
cluded that bottom-up and top-down processes are equally important in the survival success of willowy flounder 
through the recruitment process.
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はじめに
ヤナギムシガレイTanakius kitaharaiは，日本海側では北海
道から九州沖に，太平洋側では青森県から千葉県沖に広く
分布し，特に太平洋側では常磐・鹿島灘海域の大陸棚上で
密に分布する（橋本，1955）．茨城県沖を含む常磐・鹿島
灘は，大陸棚が発達し，南下する親潮と北上する黒潮が互
いに接する海域であり，底魚資源が豊富なことから底曳網
漁業が盛んである．茨城県沖では，オッタートロールによ

る沖合底曳網漁業と小型底曳網漁業（以下両漁業を併せて
底曳網漁業とする）が操業しており，これらの底曳網漁業
で漁獲される魚種は，「常磐もの」として市場での評価も
高い．その中でも，ヤナギムシガレイは高級干物用素材と
して利用され，底曳網漁業の経営上重要な資源となってい
る．茨城県の底曳網漁業で水揚される魚種のなかで，本種
の順位は水揚量よりも水揚金額の方が上位となっている
（二平・青木，1998）．
茨城県におけるヤナギムシガレイの年間漁獲量は，1994

年までは10トン以下であったが，1995年以降は次第に増
加し，1997年には100トンを超えている．しかし，その後
は徐々に減少して30トン台で推移している（山廼邊・高
橋，2002; 髙橋ほか，2003）．このように，本種の漁獲量の
経年変化は大きく，茨城県を含む北部太平洋海域において
は水産資源の持続的利用を図るため，2002年にキアンコ
ウLophius litulon，キチジSebastolobus macrochir，サメガレ
イClidoderma asperrimumとともに，太平洋北区沖合性カ
レイ類資源回復計画の対象種に設定された（成松ほか，
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2006）．さらに，2003年には茨城県日立市と鹿嶋市の沖合
2箇所に保護区が設置され，4–6月までの3ヶ月間保護区内
での底曳網漁業の操業を禁止し，幼魚を保護する取組が始
まった．当初5ヶ年計画で資源回復計画の取組が始まった
が，5ヶ年経過した現在でも，この取組は継続実施されて
いる．
本種の生活史や生態に関しては，これまでに東シナ海・

黄海（最首，1957; 真子，1957），日本海山口県（中原，
1969），若狭湾（南，1983; Yabuki, 1989; 山崎・大木，2003; 
岩尾ほか，2004; 柳下ほか，2005），太平洋岸福島県（高越，
1975; 島村・五十嵐，2000）等の海域において研究が進め
られており，本種の分布様式や年齢・成長，繁殖生態など
が明らかにされている．さらに，若狭湾では，京都府海洋
センター（2001）が実施した本種の漁獲実態調査に基づき，
漁業者による自主的漁業規制として，網目拡大による小型
魚の保護が実践されている（山崎ほか，2001）．
常磐・鹿島灘海域におけるヤナギムシガレイは，漁獲量

変動とともに加入量変動もきわめて大きいことが指摘され
ているが（二平ほか，2003），その変動メカニズムについ
ては不明な点が多い．さらに，本種を含む底魚類の資源変
動は，漁獲圧よりも，海洋環境の温暖・寒冷レジームシフ
トに大きく影響されていると報告されている（二平ほか，
2002）．しかし，海洋環境要因が本種の加入変動に与える
影響について解析した研究はない．
また，親潮域において，海洋環境のレジームシフトに伴

う基礎生産量の変化が，動物プランクトン現存量に影響し
ている可能性（ボトムアップ・コントロール）が指摘され
ている（Chiba et al., 2006）．さらに，動物プランクトンを
捕食するマイワシ資源量の急激な変化が，動物プランクト
ンの現存量に影響している可能性（トップダウン・コント
ロール）も示唆されている（Tadokoro et al., 2005）．
そこで本研究では，常磐・鹿島灘海域におけるヤナギム

シガレイの産卵期から浮遊仔魚期である1–6月の冬期から
春期の海洋環境（水深別水温，動物プランクトン湿重量）
と年級豊度との関係を調べ，本種の加入量変動に影響する
海洋環境要因を解析した．さらに，冬期から春期の常磐・
鹿島灘海域が，マイワシ未成魚越冬群と成魚北上群の回遊
経路であることから（近藤ほか，1976; 近藤，1988），マイ
ワシの当海域への来遊量変動がヤナギムシガレイの加入量
変動に与える影響についても解析した．これらの解析に
よって，海洋環境の変化によるボトムアップ・コントロー
ルとマイワシの来遊量の変動によるトップダウン・コント
ロールが本種の加入量変動に与える影響について検討し
た．

材料と方法
常磐・鹿島灘のヤナギムシガレイ加入量変動に影響する要
因を調べるため，ヤナギムシガレイ加入量の指標となる加

入量指数を求めた．まず，親子関係を明らかにするために，
本種の年別総産卵量を推定して，加入量指数との関係を解
析した．つぎに，海洋環境と加入量の関係を明らかにする
ために，水深別水温，動物プランクトン湿重量と加入量指
数との対応を解析した．さらに，常磐・鹿島灘海域に来遊
するマイワシの影響を確認するために，ヤナギムシガレイ
の漁獲量とマイワシ漁獲量の変動を比較した．
漁業情報
常磐・鹿島灘におけるヤナギムシガレイの漁獲動向を把握
するために，福島県水産試験場の福島県海面漁業漁獲高統
計（1969–2005年）および茨城県水産試験場漁獲統計
（1991–2005年）を使用した．漁獲物の全長は，福島県水
産試験場および茨城県水産試験場が実施した沖合底曳網漁
業および小型機船底曳網漁業の市場水揚物測定結果を使用
した．なお，1998年10月–1999年6月までの期間は福島県
水産試験場の測定データを，1999年9月–2006年3月まで
の期間は茨城県水産試験場の測定データを用いた．
加入量指数の推定
当海域で操業する底曳網漁業においては，本種の経済的価
値が高いことから，漁獲対象種のなかでも本種の優先順位
は高く，本種を目的に操業することが多い．加えて，小型
魚でも市場価値があることから，若齢魚も水揚げされ，漁
獲物に占める若齢魚の割合が高い（島村・五十嵐，2000）．
よって，「平成18年度ヤナギムシガレイ太平洋北部の資源
評価（以下資源評価とする）」（成松ほか，2006）に掲載さ
れている各年のヤナギムシガレイの1歳魚資源尾数を，加
入量指数として解析に用いた．なお，評価書での解析に用
いられた生物データは，福島県水産試験場および茨城県水
産試験場が太平洋北部における本種の主漁場である常磐・
鹿島灘の大陸棚海域で実施した調査から得たものである．
本種の資源評価が実施されているのは1998年からである．
そこで，まず1999–2004年の年齢別漁獲係数を平均し，年
齢n（n=1, 2, 3, 4; 5歳以上は個体数が少ないことから，5歳
以上を含めたプラスグループとして評価されているため除
外した）の漁獲係数Fn（/年）とした．この年齢別漁獲係
数と 1998年の年齢 nの資源尾数Nnから，以下の式より，
1995–1997年までの年齢別資源尾数を求めた．

1
1

− +
− = nF M

n nN N e   （1）

なお，自然死亡係数M（/年）は，10歳以上の個体が非常
に少ないことから，最大年齢λを10歳とし，田内・田中の
式（田中，1960）より2.5/λ=0.25とした．以上より，1995–
2005年の1歳魚資源尾数すなわち加入量指数を求めた．
総産卵量の推定
年別総産卵量は，年齢別のよう卵数に各年齢群の資源尾
数，成熟率および雌雄比を乗じたものを合計して求めた．
なお，年齢別のよう卵数は，3歳魚が60,000粒，4歳魚が
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75,000粒，5歳以上の魚が 250,000粒とし（高越，1975），
雌の年齢別成熟率は3歳で50%，4歳以上で100％とした
（髙橋正和，未発表）．資源評価に基づき，3, 4歳と5歳以
上の雌雄比をそれぞれ1 : 1と0 : 1とした．推定した年は，
資源評価によって年齢別漁獲尾数が明らかとなっている
1998–2004年である．本種の親子関係を明らかにするため
に，年別総産卵量とそれに由来する1歳魚資源尾数すなわ
ち加入量指数との間の相関係数を求めた． 
海洋環境要因の抽出
海洋環境に関する資料は，茨城県水産試験場が毎月茨城県
から千葉県沖の4定線で実施している海洋観測調査データ
を用いた（Fig. 1）．水温は各観測定点においてCTDによ
り測定されている．次に，海底直上からの改良型ノルパッ
クネット（口径45 cm, 側長130 cm, 網目0.33 mm）の鉛直曳
きによって採集した動物プランクトンの総湿重量 （g） を用
いた．これを，ネットに取り付けた濾水計の回転数から求
められた濾水量（m3）で除し，動物プランクトン湿重量（g/
m3）に換算した．茨城県沖の観測定点のうち，本種の分
布密度が最も高い水深100 m付近の定点は，A-3（会瀬定
線），O-4（大洗定線）およびK-2（鹿島定線）の3点である．
さらに，これら3観測点のうちプランクトン採集を実施し
ている調査点はA-3である．よって，水温観測とプランク
トン採集の両方を実施している観測点A-3におけるデータ
を解析に用いた．ただし，1月はプランクトン採集を実施
していない年が多いため解析から除外し，2–6月の観測
データを解析に用いた．なお，1990年1月–2008年12月ま
での海洋観測データを用いた水深毎のクラスター解析によ
ると，A-3，O-4およびK-2の観測定点は同一海域に分類さ

れている（小日向，2010）．ここでは，海洋観測点A-3に
おける1–6月の水深0, 50および100 mの水深別水温，2–6
月の動物プランクトン湿重量の関係を調べた．
魚類資源の初期生残に影響する適水温の存在が指摘され

ている（桜井ほか，2005; 佐藤1996; 友田，1999）．桜井ほ
か（2005）は，スルメイカふ化幼生の生残できる水温範囲
は18–23°C，特に19.5–23°Cであると推定している．さら
に，ヤナギムシガレイのふ化仔魚から着底稚魚までの飼育
水温は，佐藤（1996）は10°C，友田（1999）は12–15°Cが
最適であると報告している．これらのことから，本種の加
入過程における適水温の有無を調べるために，ある年の水
深別水温とその翌年の加入量指数との間に2次関数をあて
はめ，χ2検定により適合度の有意性を判定した．
ヤナギムシガレイとマイワシの漁獲量変動
本研究で求められたヤナギムシガレイの加入量指数（1995–
2005年）は，マイワシ太平洋系群の資源の低水準期にあ
たる．よって，マイワシが本種の加入量変動に与える影響
を明らかにするためには，マイワシ太平洋系群の資源が低
水準期であった期間だけではなく高水準期であった期間も
含めて，マイワシ資源量とヤナギムシガレイの加入量の関
係を明らかにする必要がある．しかし，マイワシ資源が高
水準期であった期間の本種の加入量は求められていない．
そこでマイワシ資源が高水準であった期間を含む1986–
2005年の茨城県マイワシ漁獲量と福島県のヤナギムシガ
レイ漁獲量の変動を比較した．さらに，海洋観測点A-3に
おける1986–1994年の水深別水温，茨城県のマイワシ漁獲
量および福島県のヤナギムシガレイ漁獲量との関係につい
て検討した．

結　果
漁獲動向
福島県と茨城県の漁獲統計から集計した1969–2005年の間
の漁獲動向を求めた（Fig. 2）．茨城県の漁獲統計が整備さ
れている1991年以降の漁獲量は，両県とも同じ動向であっ

Figure 1.　Study area. Monthly observation stations by the 
Ibaraki Prefectural Fisheries Experimental Station.

Figure 2.　Annual changes of willowy flounder, Tanakius kitaha-
rai, catch by trawl net fisheries in Fukushima and Ibaraki 
Prefectures from 1969 to 2005.
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た．長期の漁獲データが残されている福島県におけるヤナ
ギムシガレイの漁獲量は，1970年代前半までは200トン前
後で推移していたが，1970年代後半は100トン以下まで減
少した．1980年代になると再び200トン前後まで漁獲量は
増加したが，長続きはしなかった．その後，1983年まで
は100トン以上あったが，1984年以降は急激に減少した．
そして，1994年まで漁獲量が50トンを下回る期間が長く
続き，漁獲量は1994年に29トンにまで落ち込んだ．しか
し，漁獲量は1995年に急激に増加し，1998年には267ト

ンに達した．その後，漁獲量は2000年までは200トンを超
えていたが，2001年以降再び減少して，100トン前後で推
移していた．
漁獲物組成
市場水揚物測定結果を集計して，1998年度から2005年度
のヤナギムシガレイの年度別全長組成を求めた（Fig. 3）．
その結果，1998, 2001, 2002, 2003, 2004, 2005年度の全長組
成には，全長17 cm以下の小型個体が認められたのに対し，
1999, 2000年度にはこのサイズの個体は認められなかっ
た．全長17 cm以下の小型サイズのヤナギムシガレイは1
歳魚が主体であることから（島村・五十嵐，2000），漁獲
物の全長組成には1歳魚が出現する年度と出現しない年度
があったことを示している．
加入量指数の推定
1995–2005年の常磐・鹿島灘海域におけるヤナギムシガレ
イの加入量指数を求めた（Fig. 4）．この間の加入量指数は
1,247千尾から9,173千尾で推移しており，多い年と少ない
年で約7.4倍の差があった．1997と1998年の加入量指数は
他の年と比べて高く，8,000千尾以上であった．これらの
年に次いで加入量指数が多かったのは2004年で5,000千尾
程度であった．他の年は 4,000千尾未満であり，1999, 
2000, 2002年は2,000千尾未満であった．
産卵量と加入量
1998–2004年の本種の親子関係を検討するために各年毎の
総産卵量を推定したところ，年別総産卵量は 272億粒
（1998年）から862億粒（2003年）で，多い年は少ない年
の約3.2倍であった．この年別推定総産卵量と，加入量指
数との間の相関係数は 0.5 （p > 0.05）で，両者の間には，
有意な相関関係は認められなかった（Fig. 5）．
海洋環境と加入量の関係
1994–2004年の1–6月の海洋観測点A-3における水深0，50
および100 m水温と加入量指数との間に2次関数をあては
めχ2検定によって得られたp値と，1994–2004年の2–6月

Figure 3.　Total length distribution of willowy flounder, Tanakius 
kitaharai, caught by trawl net in Ibaraki from 1998 to 2006.

Figure 4.　Time series of recruitment size index of willowy 
flounder, Tanakius kitaharai, in the waters of Joban Kashi-
manada, from 1995 to 2005.



— 55 —

常磐・鹿島灘のヤナギムシガレイの資源変動

の海洋観測点A-3における動物プランクトン湿重量と加入
量指数との相関係数をTable 1に示した．水深水温と加入
量指数の間に2次関数をあてはめた結果，3月の100 m深
（p < 0.01），5月の50 m深（p < 0.05）および100 m深（p < 0.01）
の水温が有意であった．5月のA-3地点の100 m深水温と
加入量指数との関係（Fig. 6）をみると，100 m深の水温が
8–11°Cの範囲であった年の加入量指数は高く，水温がこ
の範囲外であった年の加入量指数は低い傾向が認められ
た．一方，動物プランクトン湿重量とヤナギムシガレイの
加入量指数との間に有意な関係はみられなかった．
ヤナギムシガレイとマイワシの漁獲量変動
茨城県のマイワシの漁獲量が多いと福島県のヤナギムシガ
レイの漁獲量は少なく，強い負の相関が認められた（n = 20, 
r = 0.62, p < 0.01） （Fig. 7）．前述の通り，海洋観測点A-3に
おける5月の深度100 mの水温が8–11°Cの範囲であった年
に加入量指数が高いという関係が示唆されている．マイワ
シの低水準期である1990年代後半に，水温が8–11°Cの範

囲であった年は1996と1997年であった．これらの年級群
が漁獲加入する1, 2年後の1997–1999年のヤナギムシガレ
イの漁獲量は，249–267トンであった（Fig. 7の▲で表示）．
逆にマイワシの高水準期である1980年代から1990年代前
半に8–11°Cの範囲の水温が確認された年は，1989と1990
年であった．これらの年級群が漁獲加入する1–2年後の
1990–1992年のヤナギムシガレイの漁獲量は，32–39トン
であった（Fig. 7の●で表示）．

考　察
本研究では，常磐・鹿島灘海域におけるヤナギムシガレイ
資源の1994年以降の加入量変動に与える要因について解
析を行った．1995年級は1994年級を上回る加入量があり，
さらに1996年級と1997年級の加入量は1994年級の約4倍
であった（Fig. 4）．このように，1994年から1997年にか
けて加入量の大きい年級が複数年続いたために，常磐・鹿
島灘海域におけるヤナギムシガレイの漁獲量は1995年以

Figure 5.　Relationship between recruitment size index in year 
（t + 1） and total number of spawned eggs in year t of wil-
lowy flounder, Tanakius kitaharai, in the water of Joban 
Kashimanada, from 1998 to 2004. Numbers show year t 
（t=1998, 1999, 2000, …, 2004）.

Figure 6.　Relationship between recruitment size index in year 
（t+1）  and temperature in year t at 100-m depth of Station 
A-3, May 1994–2004 （p < 0.01）.

　 Numbers show year t （t=1994, 1995, 1996, …, 2004）.

Table 1.　P-value （p） of χ2-test for testing fitness of the relationship between recruitment size index and temperature 
for the quadratic function, and correlation coefficient （r） between recruitment size index and wet-weight of zoo-
plankton at Station A-3, 1994–2004 and its p-value （p）. 

P-values (p) of χ2-test Correlation coefficient between  
recruitment size index, for 
wet-weight of zooplankton

Month
Depth (m)

0 50 100 (r) (p)

January 0.477 0.246 0.613 ̶ ̶
February 0.168 0.186 0.260 0.36 0.284
March 0.283 0.216 0.0085 -0.38 0.340
April 0.070 0.233 0.062 -0.07 0.827
May 0.186 0.034 0.0036 0.01 0.972
June 0.448 0.435 0.230 -0.25 0.406
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降増加傾向を示し，1998年にピークに達したと考えられ
る．その後，1998, 1999年と2年連続で加入量の小さい年
級が続いたが，2000年までの漁獲量は，1996と1997年生
まれの卓越年級に支えられ，減少せずに維持されていたと
考えられる．しかし，2001年になると，この年級はそれ
ぞれ4歳，5歳となり資源量は減少し，福島県，茨城県の
漁獲量は大きく減少したと考えられる．また，平川・冨永
（1998）は，1979年に卓越年級が発生したことにより1980
年から漁獲量は増加したが，その後の卓越年級は1983年
までは発生していないと報告している．加えて，漁獲量は
1982年から減少が始まり，1984年には大きく減少して
1994年まで低水準が続いたことを指摘している．
総産卵数と加入量指数との間には有意な相関関係は認め

られず，明確な親子関係はないものと推定された．ヤナギ
ムシガレイは，ふ化から着底までの期間が約3ヶ月間とカ
レイ類の中でも長い（南，1983）．これまでの調査結果か
ら，当海域における本種の産卵期は1–3月であり（島村・
五十嵐，2000），2–6月はヤナギムシガレイの浮遊生活期
と推定される．本研究では，2–6月の動物プランクトンの
生物量と本種の加入量指数には有意な関係は認められな
かったことから，本種の加入量変動に対する浮遊生活期の
餌豊度の影響は見いだせなかった．各年の加入量指数と各
月の水温との関係を解析した結果，5月の深度50 mおよび
100 mの水温が 8–11°Cの間にある年に加入量は大きくな
り，その範囲外の水温では小さくなっていることから，ヤ

ナギムシガレイの生残には5月の水温が影響していると考
えられた（Fig. 6）．常磐・鹿島灘海域では，6月に水深
100 mと125 mの海底で稚魚が採捕され始めることから，
本種の浮遊期仔魚は5月中に着底生活に移行すると推定さ
れている（髙橋正和，未発表）．また，本種の種苗生産に
関する研究の結果，浮遊期から着底期における仔魚は，水
温が15°C以上になると斃死が多くなり（佐藤，1996），飼
育水温については，佐藤（1996）は 10°C，友田（1999）
は12–15°Cが最適であると報告している．異体類の着底期
は，浮遊生活から底生生活に移行するための形態変化が起
こり，生態と形態発育の不均衡による生残に対する危機が
存在するクリティカル・ピリオドであると指摘されている
（南，1984）．このことから，この時期の環境条件が本種の
生残に影響を及ぼすことが十分に考えられる．高津・伊村
（2004）は，陸奥湾のヤナギムシガレイについて，本種の
初期生残には，環境中の餌豊度が生残に関与する割合は低
く，水温の年変動の方が強く年級群変動に関与すると指摘
している．これは本研究の結果を支持する．
以上のことから，ヤナギムシガレイの生残には，浮遊期

から着底期への移行期と考えられる5月の水深100 mにお
ける8–11°Cの適水温環境が重要な役割を果たすと考えら
れた．このように，水温環境が異体類の資源変動に影響を
与えていることについては，北海道噴火湾のアカガレイ
Hippoglossoides dubius （Nakatani et al., 2002），福井県のア
カガレイ（森山・安達，2002）などの報告がある．常磐・
鹿島灘に生息するヤナギムシガレイの加入量変動にも，海
洋環境変動によるボトムアップ・コントロールが働いてい
る可能性が示唆された．
二平（2007）は，常磐・鹿島灘における底魚類は1990
年代に入り多くの種で漁獲量が増加した理由は，当海域に
おいて 1987/88年を境に親潮第一貫入が北退し，寒冷レ
ジームから温暖レジームへ海洋環境がシフトした結果，暖
水性の底魚類の生息領域が広がったためであると説明して
いる．また，1987/88年の寒冷から温暖へのレジームシフ
ト後でも，特に1994年以降に多くの底魚類で資源量が増
加した．この間の海洋環境の変化と底魚類の資源変動には
数年間の遅れが生じているが，それはマイワシSardinops 
melanostictusの急激な資源の増減，すなわち常磐・鹿島灘
海域に来遊するマイワシの群れの捕食圧が当該海域の動物
プランクトン現存量に影響する可能性が指摘されている
（二平，2007）．すなわち，1988年以降連続して新規加入
に失敗したマイワシも，1990年代半ばまでは1987年以前
生まれの年級群が常磐・鹿島灘海域には高水準で集群して
おり，マイワシの捕食圧を受けていた動物プランクトンが
増加したのは1990年代半ば以降であるとしている．あわ
せて，多くの底魚類はふ化後成熟するまで3年以上かかる
ことから，新規加入資源が産卵親魚となるまで時間を要し
たと指摘している（二平，2007）．

Figure 7.　Comparison of willowy flounder catch in Fukushima 
Prefecture and Japanese sardine catch in Ibaraki Prefecture, 
from 1986 to 2005. Open circle: high-level period of Japa-
nese sardine population from 1986 to 1989 and in 1993, solid 
circle: high-level period of Japanese sardine population from 
1990 to 1992, that is one or two years after a period when 
100-m temperature at Stn A-3 ranged from 8 to 11°C in 1989 
and 1990, open triangle: low-level period of Japanese sardine 
population from 1994 to 1996 and from 2000 to 2005, solid 
triangle: low-level period of Japanese sardine population 
from 1997 to 1999, that is one or two years after a period 
when 100-m temperature at Stn A-3 ranged from 8 to 11°C in 
1996 and 1997.
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常磐・鹿島灘のヤナギムシガレイの資源変動

茨城県のマイワシの漁獲量が多い1980年代は，福島県
のヤナギムシガレイの漁獲量は少なく，マイワシの漁獲量
が少ない1990年代は，逆にヤナギムシガレイの漁獲量は
多くなっていた（Fig. 7）．海洋観測点A-3における5月の
100 m深水温が 8–11°Cの範囲にあった年は，1996と 1997
年であった．これらの年は，近年ではヤナギムイシガレイ
資源の最も卓越した年級が発生した年であり，それらの年
級群が漁獲加入した1, 2年後の1997–1999年の漁獲量は大
きく増加している（Fig. 2）．1989と1990年にも，それと
同様の適水温環境は確認できるものの，本種の漁獲量は低
水準のままで推移していることから，生き残りは悪かった
と考えられる．
ヤナギムシガレイの仔魚は，主にカイアシ類のノープリ

ウスおよび成体ならびに珪藻類を捕食している（南，
1983）．また，房総およびその周辺海域に来遊するマイワ
シは，珪藻類，カイアシ類，オキアミ類を捕食している（平
本，1981）．したがって，ヤナギムシガレイとマイワシと
は餌をめぐって競合していることも想定されるが，本研究
では明確な関係は見いだせなかった．ただし，二平（2007） 
がババガレイMicrostomus achneについて指摘しているの
と同様に，常磐・鹿島灘海域は1987/88年を境に寒冷から
温暖レジームへと海洋環境がシフトしたことによって，ヤ
ナギムシガレイの再生産–加入過程の成否にとって好適な
水温環境となった可能性が高い．一方，1989，1900年は
好適な水温環境にもかかわらず，マイワシ資源は依然高水
準であったため，餌の競合および卵仔魚への高い捕食圧に
より加入量が増加しなかったことが想定される．しかし，
1994年以降はマイワシの当該海域への来遊量が激減した
ため，1996, 1997年の好適水温の時には，本種はマイワシ
と餌をめぐる競合関係が減り，加入量を増やすことに成功
したと推定される．なお，本研究のヤナギムシガレイの加
入量変動解析は，マイワシによるトップダウン・コント
ロールの影響が低くなった1994年以降における限定的な
解析であるため，今後の経年的変化を追跡調査する必要が
ある．
ヤナギムシガレイの1歳魚を多く漁獲する現在の漁業で
は，できるだけ早い段階で加入量を把握することが，その
後の産卵親魚の確保などの持続的な資源利用に向けた対策
を図るうえで重要である．具体的には，当該海域における
本種の浮遊仔魚と着底幼魚の分布・豊度，および海洋環境
の定期的なモニタリング調査，餌をめぐって競合者となり
うる浮魚類の来遊動向の把握，それらの胃内容物解析など
の継続が重要と判断された．
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